
第103回定時株主総会積水化学工業株式会社



監査報告



⻑期ビジョン“Vision 2030”に向けた挑戦について



⻑期ビジョン“Vision 2030”策定の背景
激しい変化の時代の中、解決すべき課題も数多く存在

社会が直面する変化の潮流

豊かな生活へのニーズ

気候変動 資源‧エネルギー枯渇 人口動態の変化 テクノロジーの変化 世界の分断化

快適な生活 健康な生活 便利な生活



2030年に目指す姿“Vision 2030”全体像

社会の持続可能性向上と
積水化学グループの利益ある成⻑の両⽴を
目的とし、環境や社会の課題を戦略的に捉え、

それらの解決に取り組む企業活動
（＝仕事そのもの）

Ⅰ社会課題解決への貢献
Ⅱ利益ある成⻑

Ⅲ持続経営⼒
（Ⅰ、Ⅱを実践する経営の持続）

３つのキーワード

積水化学グループが考えるESG経営



⻑期ビジョン実現に向けた事業戦略の羅針盤：戦略領域マップ
強みを生かせる事業領域を定め経営資源を積極投入現有事業を強化しながら、次なる社会課題解決へイノベーションを創出する



封⽌‧成膜‧材料‧プロセスにおける当社独自技術により差別化
開発状況

• 変換効率：15%を達成 ➡ 20%を目指す
• 耐久性能：10年相当を達成 ➡ シリコン型太陽電池と同等の20年を目指す
• 製造プロセス：30cm幅でのRtoR ➡ 1m幅製造技術確⽴へ

2024年12月末現在、国内4拠点で開発
• 課題：①生産歩留まりの改善、②軽量‧フレキシブル性を活かした設置‧施工⽅法の開発

差別化技術生産工程概略

素子組成‧電極構成
バックシートセル

封⽌材
バリア材 水 ペロブスカイトに最適の独自材料組成権利化

封⽌樹脂材料

1) 封⽌材層2) バリア材

1) 発電4層精密反応性塗工（ナノレベル）2）微細加工技術（50〜100μｍ）

製造ノウハウ
非発電領域

アルミ基材

発電領域

発電層
上部電極

絶縁層下部電極

1) 劣化原因判明発電有機成分層内移動2）独自素材で解決

フロントシート（透明バリア‧水分封⽌）
セル（発電部材）

バックシート（水分封⽌）
ジャンクションボックス

＜ペロブスカイト太陽電池の構成＞

当社のペロブスカイト太陽電池の特徴



具体的なターゲット領域将来構想

製造 販売

オールジャパン構想により、強靭なサプライチェーンを構築
事業化に向けて―ビジネスモデル―

積水ソーラーフィルム株式会社出資⽐率：積水化学86%、日本政策投資銀⾏14%

運営体制 営業‧マーケティング協業施工⽅法協業

次世代型太陽電池の導入拡⼤及び産業競争⼒強化に向けた官⺠協議会

 環境‧ライフラインカンパニー：公共インフラ向け製品とのタイアップ強化
 住宅カンパニー：住宅への搭載、カーポート等への搭載
 高機能プラスチックスカンパニー：モビリティ向け製品開発

 体育館、耐荷重性の低い避難所‧防災拠点
 商業施設、オフィスビル等の壁面

施工例(⼤阪‧関⻄万博）

製品設計

積水化学PVプロジェクト
基礎技術開発 ライセンス貸与

原料サプライヤー主原料：ヨウ素
販売‧施工業者

ゼネコン‧サブコン等

 関係省庁、自治体、国内メーカーなど約250団体が参加
 次世代型太陽電池の導入拡⼤に向けた戦略を策定

エンドユーザー公共施設（体育館等）⺠間（工場、ビル等）

経営戦略 営業‧マーケティング 技術開発 製造 経営管理‧人事

社⻑



剰余金の配当等に関する基本⽅針
株主還元

連結配当性向40％以上、DOE（自己資本配当率）3％以上、総還元性向50％以上、安定的な配当と中⻑期的な株式価値の向上を実現



（円）

株主還元
期末配当は1株当たり42円

20222018 2019 2020 20212015 2016 2017 20242023

59
44 46 47 49

30 35 40

79
74



株主還元
16年連続増配予定

（円）
2018 2019 2020 2021 20222016 2017 2023 2024 2025

79

44 46 47 49 59
35 40

74
80



自己株式取得
上限400万株
上限108億円

株主還元

400万株

取得する株式総数：
（2025年4月28日取締役会決議）

取得価額の総額
自己株式消却消却した株式総数

（2025年4月28日取締役会決議）

株主還元

：
：





決議事項

決議事項の上程



剰余金の処分の件
第1号議案

決議事項



（円）

株主還元
年間配当は1株当たり79円

20222018 2019 2020 20212015 2016 2017 20242023

59
44 46 47 49

30 35 40

79
74



取締役12名選任の件
第2号議案

決議事項



こうげ ていじ髙下 貞二

候補者番号１ 取締役会⻑



かとう けいた加藤 敬太

候補者番号２ 代表取締役社⻑ 社⻑執⾏役員



清水 郁輔

候補者番号３ 代表取締役 専務執⾏役員

いくすけしみず



平居 義幸

候補者番号４ 取締役 専務執⾏役員

よしゆきひらい



候補者番号５ 取締役 専務執⾏役員



浅野 陽

候補者番号６ 取締役 常務執⾏役員

新任 あきらあさの



村上 和也

候補者番号７ 取締役 執⾏役員

かずやむらかみ



⼤枝 宏之

候補者番号８ 独⽴社外取締役

ひろしおおえだ



のざき はるこ野崎 治子

候補者番号９ 独⽴社外取締役



肥塚 ⾒春

候補者番号10 独⽴社外取締役

みはるこえづか



宮井 真千子

候補者番号11 独⽴社外取締役

まちこみやい



畑中 好彦

候補者番号12 独⽴社外取締役

よしひこはたなか



監査役1名選任の件
第3号議案

決議事項



坂井 道生

常勤監査役 候補者

みちおさかい



取締役に対する株式報酬等の額および内容改定の件
第4号議案

決議事項



質疑応答時のお願い

ご質問のある株主様は挙手してください
ご指名を受けられた株主様にスタッフがマイクをお持ちします
ご質問はお一人様一問とさせていただきますQ





剰余金の処分の件
第1号議案

決議事項



取締役12名選任の件
第2号議案

決議事項



監査役1名選任の件
第3号議案

決議事項



取締役に対する株式報酬等の額および内容改定の件
第4号議案

決議事項



新任役員紹介



本日は株主総会にご出席いただき、
ありがとうございました。





スライドに記載されている⾒込、計画、⾒通しなど歴史的事実でないものは、
現在入手可能な情報から得られた当社経営者の判断に基づいて作成されております。

従って、実際の業績は、様々な重要な要素の変化により
⼤きく異なる結果になりうることをご承知おきください。


